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朋 反応によ転化草野 ?今解亨定垂整 評Lm 工爆発岬 可能な化学鯛 の御 伽 印

ちかにする研究の一声とL'{'･.Bi耳季準 用するこ阜なく少琴でも完爆可能な鯛 薬と琴発生庇

う･･-働 観 触 車 易か 娩聯 舶 野 卑4,%わit:1る軸 系を用いi-,倭- よる化学細
砧 如 由 ガチとお閑如 '.,i,:て甲 育む た｡その線 鍋 薬とし壱蕪 血 モデル′′
物質としてナ7;･レゾを用いた系わ東験により,爆発生成ガ声の丘と成分からモデル物質の分

僻事が推井可能であるごrgi轟乾した｡

1

I. 猪 首

大学など研究投網の乗鼓室において,ラベルの剥落

等lご代襲される原田による.内容不明の化学薬品所の

革萩が問噂となっている･[･2㌧ さらに..それら不明薬

品の処理の過程での発火･爆発事故の可能性3･lJぉよ

び地理のための高度な分析に伴う兜用尊いB)に関す

る新たな間噂が浮上してきている｡徒者らは,これら

を解決する方法として,爆発反応せ利用した分解処理

の可能性を捷起し.その適用性を検肘している｡:

爆薬の壌発反応による化学物質地理に閑す'i研究′と

してはi.フT,ン113への適用等,主と･して難分解性物
質への応用,および畢者らに上る壌尭性含有化学薬品

への適用が知られている9-13)｡しかしながら.爆発に

よる化学物質の分解勉理に関しては.系統的な研究が

為されておらず.､その適用範囲については,未だ明ら

かにされていないのが現状であるふ .

筆者らは.爆発地理が可能な化学物質の適用屯昂を

明らかにすることを目的として.化学薬品の爆発反応

による分解率を定丑的に評価する研究を進めてきた｡

化学物質の壌発地理への適用性を評価する'ためIとは.

系統的に選択された化学物質について,壌尭条件と分
`

解率との関係を明ちかにする必要がある｡爆発による
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化学物質の分解突放を行サ際には.できも限り少駄科

丑で行うことが,安全性.珪済性および省資源の観点

からも望ましい｡しかしながら.通常の爆薬では限界

薬径の制約があり.ある程度以上の乗故規模が穿求さ

れるふこのため,通常の爆燕による爆発分解乗験を安

全かつ確乗に行51ためにはi比牧的大規模の密閉爆発

容券が必要.となる｡安全性を考慮した耐圧爆発容辞を

用いて乗敦を行う場合.裳任規模はさらに大きく~なり.

容尊内壁への付着物等の全丑回収はかなり難しい｡ま

た.爆発地理対象となる化学物宋以外の物質,即ち爆

秦,官管.サンプルケース等の形世も無視できなくな

り,容筆内の残留物の定丑分析により分解率を評価す

ることは困難である｡ -･

ここでは,曾管を使用するこ･となく少丑でも克爆可

能な起爆薬と爆発生成物の全血回収が容易な小規模密

閉容尊の扱み合わせによる突放系を用い.被分解モデ

ル物質としてナフタt/ソを選択して爆掛こよる匁埋粟

島を妖みた｡そして.乗敦結果および平衡計井より,

爆発反応生成ガスからのモデル物質の分解率の推定法

について検討を行ったので報告する｡

2.夷...1'.敦

2.1実験装置および就料

爆発乗換装庇をFig.1に示す｡この浪臥 エステ･/

L,ス製密閉爆先客等(内容研226nC),圧力および温度

計測裳位:.雰囲気桐生およびガスサンプl)ン〆用配管

で構成されている｡

起爆薬は.通商産業省工業技術院物焚工学工業技術

研究所内の火薬乗験施政にて合成されたアジ化銀を用

いた｡この7ジ化点に関しては.乗験投作上の安全性

を考慮して,掛こ再結晶などの稀軸を行わず.合成に

KayakuGakkaishi.Vol.58.No.5.1997 -211-
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ig.1耳芦Perimentd･8etupよって得られた牡製品をそのまま用いた｡また.

起爆には∴常管

に代えて常管用の白金7rl)少ジ(日本化薬(揺)輿)を使用七た

;･このため.骨管に含まれる起爆･裾.:･嘘典薬お法び鋼管体の影響の考慮を省時するこ

とができた｡'.爆発反応により包埋する化学物質のモデ

ル物質としては.ナフタル l/(

和光純薬工業(株‖臥 鉄率特級)を用いた｡ナ79･.レ'/は多環芳香族化合物で

あり.有税

系化合物の中では.分解されにくい物質として知られてお､りIl),

-また.固体粉末状なので,取り壊いやすいという利点を有している.2.

2夷験方法実験は通商産業省工業技術院物質工学工英

技術研究所内の̀火薬実験施設において行ったぶ､ま

ずFig.L2.こ示すように.厚み15皿のアルミ箔

で作られた円筒形容辞にナフタt,.-/.7ジ化銀を頂に

装てんし.白金ブリッジをアジ化銀に挿入しアルミ箔t･固定した

｡サ./.プル全体をFig.

tに示す容器の中央に吊るし.容寺内を其空した後,所定丑の

-リサム.空気あるいは散票を先入させることにより.容器内の雰

政見桐生を行った｡その後.白金ブリ･/ジに70VDC

喝正を通電し起爆した｡容昏内の温鼠 圧力は,爆発時から生成

ガスサンプリ./〆に至るまでを観測した｡爆発後.容静内の温度が25℃以下

に冷却されるまで約20分軽度待ち,容器内の生成ガ

スをガスタイトシリンジにより採収し,H2.CO..･CO2.Cl-CS低級炭

化水葉をガスタロ†トグラフにて分析した｡未反応のナフ

タレソが残存する場合.1生成気体中にはナフタレ

'/茶気も存在すると考えられるがiナフタレ'/の蒸気圧は.常温 一議｣LJ

_～iT==1.;←LJ■!■才.;∫示:.j≠(.:
./.-＼¥{:lJ-
～(.､-:＼■}鋳 .i<′ヾ･>
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T8ble1DescriptionofgasdlrOmatOgraphanalysis

Spedes Gaschromatograph Detecbr Columnp.. .ー Carrie

rgasH2,CO ShimadzuModelGC8A TCD MoledlarSievei3X.80/1-00StainlessSteelCo1.3mmX豆甲eSh,:爪,70℃ H

e,30m1/minCol ShimadzdModelGC8A TCD Porarp*Q.80/100_mesh,;St?inlesiSte占lCol.3m血×3m,70℃

- He,30m1/minC1一一C5 ShimadzuModelGC14A Fm 血sedsihcaPLOTA】20
JIKCl, He,42cm/seehydrocarbons 0.53mz

gX25m.ー50℃(lmip)ナ20吐Naph仙aleneShimadmModelGC14A FⅠD NEUTRABOND-1

,0.25mmX30m,70℃ He,38cm/S∝T8ble2Testco

ndidon軍Ofexpl嘩on,experimemt･RuJ)No.Cl○H8/AgN3(mg/mg) '､.Atmosphere:､.1.Hditlm OXygen,Air E
Xc岱SOXygen(%)(kPq) (kPa)

;(kPa)Hel 25.0/200.0 loo.8 0.5 -100

Al .-101.3. .T54Bl 37.5

-63.8 -illHe2. 声0.0/字oo:0 loo.

I -1.2 二-looA2 , 26.3一.75.0 J-429

B2 70.9 30.4He3 160.0/*opb loo.l
二 -L1.2- .:-.L=lOO:A3 48.6 52

.7 -517B? 131.7 . 0.0: ll-Ii

H,e4 200.0/200.0 loo.5 0.
8 二100丁:A4 117.5 0.0

一肌二B4 240.I LO.0 8土

kPaとして行った｡酸乗過剰串が+lQ%_i越える条

件での襲袋は.純顧窯の圧力を更に高く設定する必要

があるため,安全性を考慮して.今回は行わなかった｡通常.ェ

ネル半.-物質化学の分野では,エネルギー物質自体の

自己酸化能力を定見化する指標として酸来平衡(0ⅩygenbahJICe)を使用している｡一方.こ

こで悶喝にしているのは.エネルギー物質(7ジ化銀)

の他.モデル物質であるナフタレン,包装材としての

アルミニウム箔.雰囲気の酸架等を含

む系内物質が完全燃焼する醇に必要な酸素の過不足丘で

ある｡そのため.酸紫平衡との混同を避けるために.

新たに酸素過剰率として定尭している｡3.平衡計

井7･}化銀の爆発に際しては,高温.高圧の発生

が予翻される｡もし,ある程度以上の温度条件が十分な

時間持成されれば.幕内はその卑件下での平衡

状態に遵すると考えられる｡理想的な平衡状億が実現された場

合の,アジ化銀-ナフタ･レンの爆発反応生成物の確証

を目的として平術計井を行った｡計昇には米国NASAで開発されたCEC7115)を用い.温度一定,

容萌一定の任定の下での牡井を行った｡無位系予想生成

物としては,反応物に関連の深い.銀,酸化銀,アル

ミ三1ゥム.酎 ヒアルミ三ウキの他.豆紫酸化物.炭窯酸化物.シ7ン化水菜を,:有抜糸予想生成物としては,

有事廃棄物の燃焼裳匿から痕もよく検出されている有
畿成分である･べ./ゼl/,トルエン･フェノール･

ホルムアルデヒドの他,反応物のナフタレンおよびCl～C6の

炭化水架を仮定した｡熱力学データのうち,CEC7

1のデータベースにない有税物については,TiHERM16)によって計

井し,無稜軌 土文献値lト t9Jを用いた｡なお.股定温齢

土300E.乗験系での脚定最高藍庶.および油定位高温度+約600Kの3点とした｡4.帯



Tabte3 Resultsofexplosionexperiment
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Run EXceSSClOH8/AgN3.叩 genNO. (mg/mg) 一 (%) ResidualC)○H8L(qg) Concentrat王onofg誠eO.uSPrOductI Atexp10si○n At Samplipg-▲･H2 _ ;:｣CO CO2 CH一 C2H6 C2H一 C2H2 C3H6TAllene Temp.Pres81Jre Te血一.--:

iP血 ure(pot.%) (mo1.%) (mo1.%) (ppm) (ppm) (ppm).(rpm) (ppm)∴(ppmI (a) ∴ (甲a)I

一一や 牡Pa)Hep1 25.0/200.0 ' -100 ll.9 I-.■3 0.1 0.0 447 N.D._ 169 1672 15 N.Di:.: 323 - 152.0'

290 二:127.9fA-f' -54 4.0 0..9 - 5.1 8.6 96､ N.D. N.D. 214 N.D;. N.D:- 40)

- 547.3_ 292 -I119.3-BI二 ll 5.8 0.0 0.2 14.6 65 N.D. N.D. N.D. N.D. N.D:i 435 m

i .6: :-壬2由 三 :109.6.■-■●He2 50.0/200.0--loo 31.5 1.-2- 0.2 0.1 1007 77- 215 1541 16÷ )0.g.二 3

24 三::.162.21 ':I295 1123.5A2 -42 6.7 I.8 10.4 18.6 311 N.D. 85 298 9

㌦ 叩 .; 460 :. 5年7{i ゴ293 一三114.4■ノー'.82 9 5.3 二0.0 .二0.5 35.6 28 N.D. 20 N.D..N.Di. N.D.::- 509 ■▲_750.0 I●I.29- :｣寺04.6

:,He3 100.0/200.0,_-loo 75.0 ● 326 2呼.7

I.0 0.3 0.1 648 49 146 1557 9- 9..0丁 294 二一123.8A5 ( ■ -51 _17.6 6.2 J26.

9 17.8 520 N.D. 133 479-- 13-､.N.D.i 484 608.1 291 130.0.B3 ー11 8..5 0.3- I.i 55,9 219 N.D. 97-_-- N.D. N.tit.i:--N.D.. 572 ~ 780.▲4 写91 -'12

7.-2He4 200.0/200.0 -lOO 146.I

i 332 223Tl:o 397 I:126.r3I.1 :-0.2 0.0 816 58 199 1870' 13 12.0:A4 -二4

7 27.7 10.9 T39.8 33.8 24)7 60 674 904 28 N,D. 547 : 9321̂ き96 1:-168.5･p4 8i.'. 5.6 ー0.8. 丁-‥8..7 甲,5; 400十㌦?0 ,.= 119:I J芦2二N.D..:tN.



T8ble4 Co血parisonbetweendecomposidonratioandgasificationratio

Rtln Excess Decomposed Decomposition Carbon Calbon Gasification (I)-(2)No. Cl○H8/AgN3 0Xygen C)○HB rado(l) inCOx inH.C. r

atio(2)(mg/mg) (%) (mg) (%) (mg) (m

g) (%) (%)ーHel 25.0/200.0 -loo 13.I 52,4 0

.19 0.60 3.4 49.0Al -54. 21.0 84.

0 18.27 0.07 78.3 5.7Bl ll 19.

2 76.8 17.98 0.01 76.8 0.0He2 50.0/200.0 -1

00 18.5 37.0 0.41 0.64 2.2 34.8A2 -42 43.3 86.6 36.94 0.14 79.1

7.5B2 9 44.7 89一4 41.87 0二01 89.4 0.0He3 loo.0/200.0 -100 25.0 25.0 0.49 0.5

7 1.I 23.9A3 ⊥51 82.4 82.4 6

5.16 0.26 69.8 12;6B3 ll 91.5 91.5 82.08 0.0

6 87.7 3.8He4 200.0/200.0 -100 53.9 26.

9 0.32 0.71 0.5 26.4A4 -47,- Jl7

2.3 86.2 136.73 1.07 73.5 12.6B4 8J' 194.4 97.2 176.12 0.17 94.1 3.1

COx=CO+CO2,H.C.-Cl～C3

hydrocarbonsしたナフタレン丑.生

戒ガス中水葉濃度,一酸化良薬. 200.0二酸化炭素.

低級炭化水菜濃度の分析結果および爆発時放糾された容筆

内の叔高温正孝愈高圧力およびサ'/プリン〆時の温度と圧力

&,Tabli4に分解したナフタレ'/丑串事び

ナフタレ//の分解率を.また.平術計井の結果をTab

le5にそれぞれ示す｡なお,サンプ))ン〆は.起爆約

20分後.系内温度が25℃以下になるのを確定して行った｡また,分辞したナフタレ･/丑は.

毎壌前のナフタL,.ン丑と残留ナ7タレ.

/丑の藍として計昇したものである｡ナフタレl/

の分解率は以下の式に従

って計昇した｡分解率(%)≡モデル物質丑(喝卜残留モ

デル物質丑(也モデル物質丑(喝) X100

(2)4.1 ナ7タレンの分解同一酸窯過剰串条件下で

,200EEqSの7ジ化銀の爆発により分解したナフタレン丑

は.Fig.3に示すようにナフタレン/7ジ化銀比-I

/1(ナフタレ･/忠 :200時)までは,その比に

ほぼ比例して増加することが確証された｡さらに

.Table4より.ナフタレンの分解率と酸素過剰

串の関係も全体として正の相関を示しており.酸素過剰串

が-42%以上では.ナフタレンの分解率は全て75%を越えて

いる｡掛こ,放棄過剰串が+8%.ナフタレl/丑200喝の系では,
ナフタレンの分解丑が

194喝(分解率 97%)となった ｡
しかしなが ら.200喝

のアジ化銀の爆発が.このように多丑のナフタレンを (h)8HOtUPaSOdLuWq q･∩川q50か001

I



Tab一eI5I.Descriptionofdhemi由】equilhlium calcuhtion'･:･

RulNo.L _,A2.J J ' :′82;I, I ..二A4-

.rAgN3(ngーTr,1 2ob'P.6ー り 200..0■
200.0∴CはlO(mg) 才3:3 44

.ラ ー172,3AL(mg) 59.

6 56.8 56.7いN2tng) 154.8 62.7- 0.0■

ARfmg) 2.6 1.I 0.

000‡一mg) :0.I 0.0 0.00～(mg) l26.7 . 233.,

2. 352.4.Vo一.叫 写2年 ?26., 226Temp.(K)

llOO 460 300 1100 509-. 300 1200 547 300PーkPa), 496.6 )79.4105.74
32.320 0.QlO2.491 8.1

284.5loo.0

≠U
.一丁

9

0

0

05.1NS伽5900077

.′

室261200 741 30'0

1138.7 703.2 217.6IlL- .I

Concehdon(moL好)CtSI lO.74 11

.40 - 26.73.28.93CO 16.28 l- 42.30こ60ppmr -CO21｣6.62 11.97 11.50.26.68 26.68 28.89 1

5.64 31.42′29.00CHl 190ppm O.3730ppm 83Pp秤.I.1

.46)Oppm′AR 0.44 0.45 0.44 0.20 0.20 0.2202 Il.78 日.78 .10.0

0し'N2 50.99LL'51.35.,50.97., こ-3豆.甘 -32.4

2 35.10 8.64'.8.88 8.62iH2 6.47;二0.03.,∴- .

;-:.-.- 一r15.31-0.26t-NH3 20p叩 伽叩 ;～/ IJ 30ppm 2帖
m '｣NO 50?Lpd'' テ ー

L ーH20 一2.65∴-8iaSh'''l.18 IIlo,67.10,67 2:66 7.73 20二67 1.3

8H20ーL) 6.97 8.89 - 21.79Acts) 9.04LJ9.10 9.041012b10. 20- I5.765.
925.75

AG2 0(S)5.52

AL203(S) 7.497. 547.48
8.0 5g.05.8. 714.544.

664.-53

inltJ>

J
J
･
iB
L

1

5

√

9

.-l3･6｢

LJ'

9一bt一l

3.I5､- '柑S.=川

…脚.08.4-9.7.lIJLl2.･叩叩.-I-忠.4.72 ●4.72 -2.45･3.93 3.9311-こ08ーこく5ppm
･■someaddidona)prductssuchasLoIIowingswereconsideredbutwhosemolehctions

wirelessthaJ10.5E-0.5:CIOH8,NO2,HCN,C2H2','C2Hl,C2H6,C3Hl,C3H6,C3HB,CIH6,
CIH8,CIHl○,CsHlZ,C6HLO,C6HI-,pC6H6.C6HsCHl,C6HsOH

.CH20 ｣.1 1と考えられるiT卜.したから七′′･+-フタL,./が放逸し常
軌､■ような安蘇集件(例えは,･':アジ化政や

均⊥だ包む等)を整えることにより.残存ナフタレ･/

丑を奴,yさせる可能性が考えられる｡しかしながら,

アジ化銀は非常に高感度な物質であり,アジ化銀とナフ

タレンとの汝牡形態を変

化させる乗敦は,操作時の危険性が懸念されるため1･

今回は行わなかった｡爆薬とモデル物質との凄蝕形版と分解率'tの関係については.今

後.通常o爆薬を用いた標敬重鼓で明らかにしたいと

考えている｡4.2 爆発反応生成物今回.-すべ

ての東掛 こおいて生成ガス中の炭化水菜は常温で気体

または.気化し易いC5以下のもののみを分析したヰ

''･それぞれの敢紫過剰串における生成物の分析結果を 見てみると.投定酸素過剰串が-100%の系

では,敬襲が系内に存在しないため.炭窯酸化物の生

成は必然的に監められず.これに対して低級炭化水

掛 1比故的高濃度で扱射された｡しかしながら.これ

らの低故炭化水葉は.丑的には炭窯換井絵皿で0.

7ltEES以下と少ない｡また.残留物中にスス状

の固体生成物が親寮されたこと.および生成ガス中に

比故的高濃度の水素日 夕摘 ま)の存在が放

められたことから.酸架不存在下においても7ジ化銀の

爆発により酸乗が関与しないナフタレ･/の分解反応がある程度までは進行し.分



Ptu
)
8
H

O
t
3
一trnP!q

0

0

q

1

･

3-

1

75.0

50.0

i5.0

0:o
･100 -7'5 ,･-5.0. ･25 ,0

駄cc$OxyBcn(%) ･ .IFig.4 RehdonshipbetweenresidualCloH

8andEx･¢eSSOXygen

れた｡ここでの炭化水菜と炭窯酸化物の割合は.

炭索酸化物の方が圧倒的に大きく.生成ガス中の主な炭窯

成別土.一酸化炭窯およびこ敢化炭棄-(･あると官える｡

このこ･とは.この系では爆発め際にナフタレ'/の
分解が酸化的に促進されることを示唆している｡ただし.

この系でも水素が0.996以上と比較的高浜度で確旺

されたことから.今回ススの存在は.目視では確旺で

きなかったが.

ある程度の固体炭窯が生成していた可能性が考えられる｡

設定酸来過剰率が+10%の系でも-50,6の系と

岡掛こ.炭化水索と炭窯酸化物が生成ガスの主賓成分{･

めったが.-50%の系と比較してCO2/CO比の

増大および炭化水素浪度の械少が見られたことから,

更なる酸化反応の進行が推糾される｡しかしながら,ナ

フタレン/アジ化銀比が1/2以上の系では,酸粟過

剰の矧四気であるにも関わらず若干の水素が確箆されて

いる｡これは.･爆発反応時に部分的に酸素濃度の庇

い部分ができ,反応が十分平掛こ遵する前に容草堂帝で冷

やされることによって,'固体炭来

生放物が生成しているのではないかと考えている20)

｡爆発の際にナ▲7タレンの分解が酸化的に促進さ

れている可能性については.測定政商温度/圧力からも示されている｡Table3Lより.敢窯不存在下での軸定収

高醍庶/圧力がナフタレン/ア･ジ化銀比の増加に対し

てほは一定ないし敢増であるのに対して.酸紫を含む系

では,その増加に伴っして大きく:増大していることが

わかる｡そして.･さらにその増大丑は,酸素過剰串

の増加に伴って大きくなっている｡これは.爆発時に

ナフタレンあるいはナフタレン由来の有挽物が系内の酸素 と発熱反応を起こ

したものであると考えられる｡4.3 ガス化率と分

解串本研究では.化学物質の爆発分解実験の際に.

乗鼓操作上大きな閉場となる全血回収を行うことなく分解

率を評価することの可能性ついて検討しているム'.

ここではその観点から,下式のように.モデル物質であ

るナフタレンの炭素成分が爆発反応によ▲り気体成分と

なち,ガス化串の井出を行い,分解率との比較を行

った｡ガス化率(%,-豊 認 諾 霊 ,xloo(3,

Table4に式(3)によサて昇出した各乗験条件下で

のガス化率を示す｡Table4により,ガス化率と分解率の蓋は,設定酸来過剰串が1100%の系では23.9-

49.0%.設定酸素過剰串が-50,6の系では5.7

-12.6タi以上であるのに対して.設定敢索過剰串が

+10%の系では3.8%以下になることがわかる.

ガス化率が酸素過剰串の増加に伴って分解率に捷近する

といケこJ:紘.酸素過剰串の上昇に伴い.爆

発生成物がガスになる割合が増加することを示してい

る｡特に,設定酸素適例串が+10%の系では,ナフタレン/アジ化銀比が.I/8,1/4と小さい系では.

〟ス化率と分解率の益は0.0%とほぼ完全な一致を見せ

ている｡しかしながら,同比がl/2,1の系では.そ

の差が3;･8%および3.1%と大きくなっている｡ナ

フタレ-//7ジ化銀比が大きい系では.前述のごと

く何らかの理由により酸紫波度の不均一が生じるため

.部分的に酸索過剰串が負の領域が存在し.同伴炭窯

が生成しているためではないかと考えている.この系

で耐定された水素が全てナフタレン由来であり.その

水素を奪われたナフタレンが.固体炭素になっている

と仮定してガス化率の計井値の補正計算を行ったところ,3.8%および3.1%の勤王それぞれ,2.7%および0

.6%と更に分解率に近づくことが確監された.集散

および粥定系の輯皮を助奏すると,ガス化率に残留水

来ガスによる補正を加えて計罪した分解率の予測

値は,ナフタレンの分解

率とよく一致していると言える｡4.41':平衡

計井今回の莫験系では.系内が均一な高温状態に一

定時間保持されるとは考え撒く,平衡計井の結果が乗

放結果と一致することは必ずしも期待できない｡串襲.

全ての系から未分解の残留ナフタレンが検出されてお

り.このことは.爆発時でさえ系内にかなり低温の領

域が存在することを示している｡このことから.乗験

籍集と平衡計井の結果を定丑的に評価することには意

味がないと言える｡ここでは.系内で生成する可能性の

ある物質を確認することを目的として平衡計井を釈みた｡K8Y8kuGakkaishi.



計井は.ナフタL,I//アジ化銀比が1/.4およびl/lの

系について行ったが.このうち頼索過剰率がTIO0%

の系はいずれも計井が収束せず.括条を得ることがi:I

きなかった｡ 一̀ .

ー酸素過剰率が-.50%(集魚No.･A2.A4)では,1000

K以上の領域で水菜の顕著な生成が,また1000K以

下の温度で固体炭素の生成が予測されている｡これは.

以下のような駿窯が十かこ存在.Lていない場合の典型

的な水性ガス平衡反応によるものと考えられる｡

C+H20-I-CO+HZ (4)

酸素過剰串が-50%の乗験系では.水素の生成は確

認されているが.Bl体炭素は目視では観糾されていな

い｡このことから,上富己平衡が十分に右に進んだ状塵

であると考えることも可能ではあるが.この系では炭

窯の物質収支がとれていない点および系内温度の不均

一性を考慮すると.固体炭窯の存在は必ずしも否定で

きない｡したがって.このことからも酸素が不足.して

いる系でl丸◆生成ガス分析による分解率の推定は困艶

であることがわかる｡

一方.鼓索過剰串が10%の系(英験No.B2.84)で

は.300､1200Eの温度梅田でナフタレンの炭素含有

反応生成物は全て気体になり1水熟 土生成しない･こと

が予湘されている｡しかしながら.ナフタレ.//7ジ

化銀比が)/2以上の桑島系では.爆発時に観測された

温度/圧力ともに改定酸紫過剰串が150%の系と比較

して高い値となってお■り.反応が十分に進行すること

が期待されるにも槻わらず.生放物に若干血の水素が

観測されている｡これは.先にのべた系内酵素の不均

IL一性によるものではないかせ考えているム

5.若 宮

7ジ化銀の壌先により.モデル物質であるナフタレ

ンの爆発分解東独を行った結果,ナフタレン/アジ化

銀比が1.0以下で.少なくとも的+10%以上の酸素過

剰串であれば,ナフタレンの爆発反応炭窯合有生成物

のほとんどが気体となり.その分解率は,生成ガスの

定丑分析結果から推昇可能であることを確乾した｡

モデル物質として選定されたナフタレンは.一通常の

有披化合物の中では億も分解されにくいものの一つで

あることが知られており.米国EPAのLeeらの報告

によれば…,焼却地理の困難さのランキングで.320
唖親の主賓有機有啓成分中の5位にランクされている｡

EPAによるこのランキ･/〆システムは.低酸素熟安

定度(TSLoO2･.LowoxygentherTnalstabnity)を基

恥こして割り当てられる｡したがって.ここに示･した

ガス化率による爆発分解率の推井法は.少なくともナ

フタレンより低酸来熟安定度の低い有機物質の爆発分

解にIキ･一卵 -'eきる可能性が掛 ､と昔みる｡十`
轍 ⊥4.鋤 牌 を使用した.よ｡大塊郎 輪 系へ

l

のこ･の推井法適用の可能性について検証して行きたい

と考えている｡
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